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この章では、 58の＜施策＞について記載しています。記載にあたっては、＜政策展開の慕

本方向＞（三つの柱）ごとに節を分けた上で、 15の＜政策＞順にまとめています。

I f守る』～命と暮8しの安全・安心を実感で、きるために～

n f創る」～人と地域の夢や希望を実感できるために～

m r謡くj～強みを生かした経済の躍動を実感できるために～

＠政策体系一覧

向掛f'tti！：；震和雄吉正担当施策
政 策 施 策 頁数

I I I -1 防災・滅災、国土強 111 災害からi也域を守る自助・共助の推進 56 

靭化 112 妨災・減災対策を進める体制づくり 58 

113 災害に強い県土づくり 60 
守 I -2 命を守る 121 地域医療提供体制の確保 62 
Lる“・ 122 介護の基盤整備と人材の育成・確保 64 

会 123 がん対策の推進 66 

124 健康づくりの推進 68 

暮6 し
I -3 支え合いの福祉社 131 地域福祉の推進 70 

4』2ζ 132 障がい者の自立と共生 72 

の全安
133 児蒙虐待の防止と社会的養育の推進 74 

I-4 暮らしの安全を守 141 犯罪に強いまちづくり 76 

安,r,, 
る 142 交通事故ゼ口、飲酒運転0（ゼロ）をめ 78 

ざす安全なまちづくり

感を実
143 消費生活の安全の確保 80 

144 医楽品等の安全・安心の確保と動物愛l82 

でき 護の推進

ためる

145 食の安全・安心の確保 84 

146 感染症の予防と拡大防止対策の推進 86 

S I I -5 環境を守る I 151 環境への負荷が少ない持続可能な社会 i 90 

づくり

152 廃棄物総合対策の推進 92 

mr~，~~f::i濯がな鰍暢側当主砲磁；芳三守容 94 

154 生活環境保全の確保 96 



政 策 B包 策 頁数

JI 
JI -1 人権の尊重とダイ 211 人権が尊重される社会づくり 100 

＼ 、 パーシァィ社会の推 212 あらゆる分野における女性活躍とダイ 102 

進 パーシァイの推進
官j 213 多文化共生社会づくり 104 
Lる司咽 JI -2 学びの充実 221 子どちの未来の礎となるf確かな学力・ 106 

人
豊かな心・健やかな身体jの育成ι

地鳩と

222 個性を生かし｛傷者と協働して未来を創 108 

造するカの育成

223 特別支援教育の推進 110 

224 安全で安心な学ひ、の場づくり 112 

225 地域との↑動働と信頼される学校づくり 114 

226 地域の未来と若者の活躍に向けた高等 116 

でを実感
教育機関の充実

227 文化と生涯学習の振興 118 

き JI -3 希望がかなう少子化 231 県民の皆さんと進める少子化対策 120 

たる 対策の推進 232 結婚・妊娠・出産の支援 122 

233 子育て支援と幼児教育・保育の充実 124 め
Iζ JI -4 一重とこわか菌体・ 241 競技スポーツの推進 126 

一震とこわか大会の 242 地域スポーツと障がい者スポーツの准 128 

成功とレ刀シーを生 進

かしたスポーツの推

進

JI -5 地域の活力の向上 251 南部地域の活性化 130 

2~~ 東移車住紀錘州の地磁促域進謹の活墜性さ化 132 
一九氾一ト怜去己μγJ山hrお一,・ 134 

254 136 

255 市町との連携による地域活性化 138 

一2-



政 策

ml 盛一 1 持続可能なもうかる

農林水産業

拓同「 剖

く

強
m-2 強じんで多様な産業 321 中小企業・小規模企業の振興 150 

322 6のづくり産業の振興 152 
みを生 323 Society 5.0時代の産業の創出 154 

'}J¥ 324 戦略的な企業誘致の推進と県内需投資 156 

た経済し
の促進

ill-3 世界のニ童、一重量か 331 世界かち選ばれる重の観光 158 

ら也界ヘ 332 ー黍の戦略的な営業活動 160 
の

333 国際展開の推進 162 躍

動を実感

m-4 多様な人材が活躍で 341 次代を担う若者の県内定着に向けた就 164 

きる雇用の推進 労支援

342 多様な働き方の推進 166 

でき 盟－ 5 安心と活力を生み出 351 道路網・港湾整備の推進 168 

めるた
す基盤 352 安心を支え未来につなげる公共交通の 170 

充実

！こ 353 安全で’快適な住まいまちづくり I 172 
354 水資源の確保と土地の計画的な利用 I 174 

向。



［施策147 獣害対策の推進 ：：三~~ >j~~／！%~：（i;i<J 

臣室監理璽霊童霊藍霊童聾霊盟室盟国霊璽盟醒瞳轟轟轟

さまざまな主体がそれぞれの役割分担のちと、獣害対策に取り組み、被害が減少することによ
り、人と獣との共生社会が実現し、県民の皆さんが安心して暮らし続けられる三重につながって
います。

；：現誌と語麗：三三三店三；；：／＼.三三三三：：CjJi＇＇＼百三三三三店主主%2:'yi)¥;if.店店｜
阻獣害対策を集落ぐるみで行う「体制づくり」、侵入防止械の整備などを行う「被害対策」、捕

獲などを進める「生息管理」、捕獲した野生獣を有効に生かす「獣肉等の利活用」に取り組ん
できた結果、農林水産業被害金額は着実に減少しています。しかしながら、依然ヒして被害
軽減が実感されていない集落があることや、自動車等との衝突事故など生活の安全・安心が
脅かされており、さらなる獣害対策の推進が求められています。

聞侵入防止柵整備後の管理など継続的な獣害対策活動を支援するとともに、地域の実情に応じ
たきめ細かな対策を進め、被害防止効果の高い取組にしていく必要があります。

•I CTを活用した効果的・効率的な捕獲の推進や、新たに被害が発生した地域における初期
対応の徹底など、状況に応じた捕獲の強化を図っていくことが必要です。

・cs Fの感染源ヒ考えられている野生イノシシについては、捕獲の強化により、生息数の減
少に向けた対策を講じていく必要があります。

聞野生鳥獣の管理白擦を定め、計画的な生息管理を行うことにより、被害を軽減し、人ヒの共
生を進めていくことが必要です。

・捕獲した野生獣のジビエ利用がi割程度にとどまっている中、捕獲した野生獣のより一層の
ジビエ利用ヒ農山村地域の所得向上につながる地域資源としての活用が求められています。

集落ぐるみの獣害対策を推進していく中で、地域の皆さんが、アクティブ・シチズンとして
主体的に取組に参画していただくことで、獣害の減少や住みやすさの向上、さらには農林漁業
者の生産意欲の向上や生きがいにもつながり、農林地の維持・再生が進みます。また、獣害対
策が進んでいく中で、人びとの地域への愛着が深まり、地域の野生鳥獣との共生の心が芽生え、
重量かに暮らすことのできる三重の実琉に近づきます。

-4- （本冊P88)



政策 I -4 暮らしの安全を守る

主担当部局：農林水産部

｜費姻方開戸店三三位三三三三ぷ潟三v!@i:j;~irH;:Jis ＂·~，＇JcPJc': ≪va0 ri ＇；；；＆~ ;':'s~： Jf:u是主主： {!J'iii;,4~，~J；~＇ i·r~ii1~＇1f~~i~i，~~I 

聞纂本事業1 地域に応じた獣害対策による被害紡止の推進
加害獣の種類や被害程度等地域の状況に対応した侵入防止柵整備や環境整備等を行うこヒで、人

ヒ獣の棲み分けを進め、農林水産業・生活被害の防止に関係者ヒ連携して取り組みます。
また、 Cs Fの感染拡大防止に向けた野生イノシシの捕獲重点エリアを設定した上で、わな設置

数を増やすヒともに、 ICTの導入により見回り労カの軽減を図るなど、捕獲強化を図ります。

嗣基本著書業2 野生鳥獣の生患数管理の推進
科学的なモニタリングに基づいた生息数管理に取り組みます。特に、イノシシ、ニホンジカ、ニ

ホンザルによる被害の減少につなげるため、県の「鳥獣保護管理事業計画」の方針に基づき、計画
的な｛団体数調整などに取り組みます。

圃基本事業3 獣肉等利活用の促進
県が定めた「みえジビエフードシステム衛生・品質管理マニュアル」の普及や「みえジビ、エフー

ドシステム登録制度Jの適正な運用等により、ジビエのさらなる安全性・品質の確保に取り組みま
す。また、関係市町・図体等ヒ連携して、安定供給に向けた体制の強化や新商品の開発、販路拡大
などに取り組みます。

巴i：；；：三三三三L坦墾：一三三＇ 5~'3-2J

野生鳥獣による農林水産業 II 463百万円
被害金額 II (30年度）

イノシシ、ニホンジ力、ニホンザル、
力ワウ等による農林水産業の被害金
額

ど

翻指標

目標現恩 : 令和5年度
目標項目の説明

の国様値

イノシシによる被害が減少 29.S"lも

暫た集沼の割合j話番弱したと実感する集落等の割 (30年度） 43.5% 
t』コ

ニホンジ力の推定生患頭数
46,200頭 32,500頭 捕タよ獲をり使推頭数定用、しし糞た、粒こ階密ホ層度ペン、ライ白カズ撃のモ効生デ率患ルの頭？デ去数ーに(30年度）

食肉処E勤包設（みえジビエ登

みれえた食ジピラエ処力理フ、施ーイ設ドノでシシス解シテ体のム・頭処にZ数登：録されさ録施設）で解体処理された野 1,200頭
1,640頭

生獣の頭数（ニホシジ力、イ (30年度） たニホシ肉
ノシシ）

E
U
 

（本時P89)



！＂.；・・・可

？施策153 豊かな自然環境の保全と活用 司
区己三三三三三 乙と＿.＿.＿＿.

田調書報開軍軍国軍霊置霊霊童軍軍霊童豊富喜盟富盟覇覇麗麗轟轟轟盟盟輯輔

県民の皆さんやNp O、事業者などさまざまな主体が、生物多様性をはじめとする自然環境を

自主的に保全・再生する社会が形成され、三重県の重量かな自然が継承されています。また、県民
の皆さんが、自然とのふれあいや自然資源の持続可能な活用を通じて、自然からの恩恵、を享受し
ています。

｜海地露骨主三i三三店主三三三：三三百三百三三店主主主； ~~I 
冨 Np O等によって自主的に行われている生物多様性の保全活動は広がりを見せており、こう

した保全活動が持続的に展開されるこヒが重要です。また、県内の希少野生動植物穫の生怠・

生育状況を継続的に調査し、県民の皆さんと情報を共有するとともに、保全活動者に対して
事業者等がサポートする「みえ生物多様性パードナーシップ協定J を進めるこヒで、これま
で以上に、持続可能な生物多様性の保全活動を促進する必要があります。

園県内の野生動植物が置かれている環境は依然厳しい状況であるこヒから、希少野生動植物種
の生息・生育環境の保全に向け、太陽光発電施設や風カ発電施設の設置などの照発等に伴う
自然環境への影響を軽減していく必要があリます。

岡県内各地で、さまざ、まな活動団体によるエコツーリズムの取総が行われています。引き続き、

エコツーリズムの質の向上やガイド等の育成を進めるこヒで、取組を一層広め、定着きせる
必要があります。

・県民の皆さんに白然ヒのふれあいの場を提供するため、自然公園の施設整備や森林公園の適
正な維持管理を進めています。引き続き、自然公属施設の整備を進めるヒヒもに、ニーズに
あった公園管理やイベントの実施などを通じて、利用者数の増加や満足度の向上に取り組む

必要があります。

県民の皆さんが、豊かな自然環境やそこで‘生きる動植物にふれあうことで、白然環境や生物
多様性の保全意識が高まるとともに、心の豊かさや地域との鮮が深まります。また、県民の皆
さんやNp O、事業者など、さまざまな主体による自主的な自然環境や生物多様性の保全と活
用が進むよう、自然とのふれあいの機会や環境保全活動の拡大を促進します。

-6- （本冊P94)



政策 I -5 環境を守る

主担当部局：農林水産部

I~繍尉掲：：：；ir1~＇1,;0 i~1iiBi !;w,i1m 10i.'1!@ ',J,¥' !1.,;1;0~，4民自主民店長川 ~i~r]U；：三 'ii! 

圃基本事業1 貴重な生態系と生物多様性の保全

生物多様性の保全に対する関心の高まりや大規模な開発の増加など、生物多様性を取り巻く社会
状況の変化をふまえ改定した「第3期みえ生物多様性推進プラン｝に基づき、新たに自然環境保全

上重要な地域について明確化するなど、重要な自然環境や野生生物の保全、豊かな里地・里山・里

海の保全、生物多様性への負荷の抑制等、生物が豊かに住める自然環境の保全に向けた取組を進め
ます。

国基本事業2 自然とのふれあいの促進

利用者が安全に白然公園を楽しめるよう、自然公歯施設の維持管理に取り総むヒともに、老朽化

や災害等で修繕が必要な公窟施設等の整備を計画的に進めます。また、民間団体等による自然公園
等の資源を活用したエコツーリズムの取組を促進します。

lri ＋＇！＇.！＇.出店店川議指標 たそ主主主三三日

圃圃If.Ji~混同圃瞳l'f,fJ臨宮｜：百三時瞬時：：：
自然環境の保全活動団体数 84団体

劃指標

目標項目 現状値

希少野生動植物種の保全活

復動活や動貴の重実な施生i態系の維持呂 67.0% 
率

自然体験施設等の利用者数
1,481千人
(30年度）

94団体

令和5年度

の目穣値

100'1も

1,533千人
4年度）

-7-

絶滅のおそれのある野生動植物種の
保全活動および里地・里山・里海等の
保全活動を継続している実施団体数
の合計

目標項目の説明

県指定お特よび圏内希少野生動植物種

のる保う全ち活、動おに保よ護びが生必態要系維な穫持問に対復活す

動を実施した割合

森施林設公、長閣や距離自然自環然境歩道の情等報のを自伝然体え験る

施設の利用者数

（本冊P95)



l時；~s~~i！~~i平均~~！~長時点目i •••••••••.•••••••••• <<> i ..... 

地域の嫁力を最大限に活用し、心豊かで安心できる農山漁村！こ、多くの入が住みたい、イ主み続

けたい、あるいは訪れたいと感じ、農山漁村の活性化が進んでいます。

融支口融1＆~1£＇%~1rr~~Js 'aB1£~ ~＼主百三主（~＂）：三店主主三三＇i；：； ~jj~i司

国農山漁村は、豊かな自然環境、良好な景観や食文化など多彩な地域資源を有していますが、

地理的・経済的条件を背景ヒした人口減少や高齢化に伴う人材不足などから、その魅力を十
分に生かしきれていない状況となっています。農山漁村の振興を図るため、これまで「三重

まるごと岳然体験構想」に基づき三重が誇る豊かな自然を「体験」という形で生かし、都市

住民ヒの交流の拡大を殴ってきた結果、新たなビジネスが生まれる等、農山漁村の活性化に
つなげることができました。引き続き、「自然体験」を推進するヒヒもに、「食べる」「泊まるJ

といった魅力を組み合わせるなど、さらなる交流の拡大等を留り、農山漁村の活性化に取り

絶む必要があります。

国農山漁村の人口減少や高齢化による集落機能の低下に伴い、農業および、農村の持つ国土の保

全、水源のかん養、自然環境の保全、良好な景観の保全、文化の伝承など多面的機能の維持

に支障が生じています。大切な財産である農山漁村の多面的機能を維持・発揮させるために

は、地域内外のさまざまな主体の参画・協働による農地・水路・農道など地域資源の適切な

保全管理などにより、農業を継続させるこヒが必要です。

盟頻発・激甚化する白然災害に伴い、農業用ため池における堤体の決壊や、老朽化が進んでい

る排水機場の機能低下などから、農村地域に被害を及ぼすおそれがあります。持続可能な農
村における安全で安，Gな暮らしを守るためには、ハード・ソフトの両面から防災・滅災対策

などを進めるこヒが必要です。

農山漁村において、豊かな自然などの地域資源を生かした交流の促進、農地の保全に向けた
共同活動などをとおして、市町および県民の皆さんと共に、；欠代を担う若者が地域に定着し活
力を向上させる持続的な取組を進めるとともに、強くしなやかで魅力ある農山漁村の構築！こ取
り組みます。
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政策 Il -5 地域の活力の向上

主担当部局：農林水産部
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田基本事業1 人や産業が元気な農山漁村づくり
農山漁村地域に国内外から多くの人を呼び込み、より長い滞在・交流の促進を図るため、さまざ

まな主体ヒ連携し農山漁村の地域資源を活用したビジネス創出の取紐などを加速化します。また、

健康の視点を加えリニューアルした「三重まるごと自然体験構想 2020」に基づき、市町を越えた
連携による「食べる」「泊まる」を組み合わせた滞在交流の促進や、効果的な情報発信などに取り組
みます。

E基本事業2 農山漁村の有する多面的機能の維持・発揮
農山漁村の有する多面的機能の維持・発揮を図るため、農村地域における農地・水路・農道等の

地域資源の保全や景観形成などに向けた共1弓活動や、中山間地域等における持続的な農業生産活
動、環境保全効果の高い営農活動を支援します。

阻基本事業3 安全・安心な農村づくり
農村の安全・安心を確保するため、農業用ため池、排水機場等の豪雨・耐震化対策および長寿命

化等のハード対策ヒ併せて、管理体制の強化等のソフト対策を計画的に進めることで防災・減災対
策を推進し、地域防災カの向上に取り総みます。

下出店主ミ；通指標四泊三回日出1
唱円司王

農山漁村の活性化につなが
る新たな取紐数（累計）
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多面的機能維持・発揮のため
の地域活動を行う農業集落
率

ため池および排水機場の整 l

備により被害が未然に防止
される面積

瞳盤聾置

現状値

53.7~も

3,357ha 

II:霊τヨ8)

ー・正当＂＇

RE 
急時

取
nU 

7’ 

令和5年度の

医療値

58.5＇）も

4,376ha 

-9~ 

：＝！！＼＇ヨI司王砂草寺山，，

域た
地iU数

村か組
漁生取

山をる
震源が

な動
か活

豊済
る経

けな
おた

こ新

自穣項目の説明

抽出一’」

資な
域つ

農有業すdた＇－集める落多の地面の域的う機活ち 農維業持お組よ・発びむ農揮集村をの
る割 能動のに取り 溶図の

水霊被ら機の害霊整場dの備然喜被が（進害己漣忽め防止重定らさ量れ面れ積声るる読のこ面うと積書ちに官、よ線そりれ

（本冊Pl35)



町川川；；：川印叩川~~~ぷ手~i~山内ι：0'i ;u ＜＜山＼.）＼ム＜ ••••••••• コー 1
i括審＼~~！；10;; 向子川野草川町ハマ干の再選と7シド力り自主；j

＇~ ;:j妓＝ .明・ 日正 I ' .. ，ゆt’ 三

さまざまな主体によって創出された県産農林水産物の魅力を生かした新たな価値が、多様な

商品・サービスとして広く提供されることで、県民の皆さんの襲かな暮らしや「持続可能なちう
かる農林水産業jの実現につながっています。

i鴻壊と華麗 ·,101.·iwir＠·~ ih~；：0r~~；，·~t1i0 YR'& ~，·！. Z主主三店主三三三｜
圃食のグローバル化の進展をはじめ、東京 2020オリンピック・パラリンピックを契機ヒした

新たな需要やインバウンドの拡大、スマート技術の普及など、農林水産業を取り巻く状況が
大きく変化する中、農林水産物などの地域資源を活用した競争力の高い商品・サービスの開

発や新たな市場の開拓等を、分野横断的なイノベーションの促進や先端技術の導入により加

速する必要があります。

置農林水産物の効率的な生産や品質向上、利用拡大に向けて、さまざまな知識・情報・データ
の共有や組み合わせなどを進め、農林水産技術の研究開発に取り組むとヒもに、関発した技

術を生産現場等へ移転する必要があります。

国伊勢志摩サミ、yトや東京 2020オリンピック・パラリンピックを契機としたプロモーション

の実施により、「三重ブランド」をはじめとするストーリー性のある県産農林水産物への関心・

評価が高まっているこヒから、これらが有する本質的な価値に着目したブランドカの向上ヒ
消費者等に的確に魅力を伝えていく取組を強化する必要があります。

阻東京 2020オリンピック・パラリンピックへの食材供給やその先の取引拡大に向けて、引き

続き、関係者が一丸ヒなってGA p剖 i等の認証取得を推進するとともに、供給体制やプロ

モーションの強化等を図リ、認証取得をビジネスチャンスの拡大につなげる必要があります。

三重の食や木の活用を通じて、県民 人ひとりの暮らしの利便性や質の向上等が関られ満足
度が高まるよう、さまざまな主体の連携を強化・高度化し、分野横断的なイノベーションの促
進や県産農林水産物の特徴を生かした高付加価値化を進めます。

また、地産地消や食育の推進など地域の魅力発信などに取り組むととちに、これらを実践で
きる多様な人材の確保・育成を図ります。

注） 1 GAP 農薬の使い方、土や水などの生産を取り巻く環境、農場の労働者の状況など、あらゆる工程を記録・点検・改
議して、安全な農産物の生産につなげる取組。 GoodAgricultural Practice （農業生産工程管理）の頭文字。
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政策 m-1 持続可能なもうかる農林水産業

主担当部局：農林水産部
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圃基本事業1 持続可能なもうかる農業の実現

鹿内外の新たな需要を取り込みながら、ブランド米や麦・大豆・飼料用米等水田作物の生産拡大

ヒ、野菜の加工・業務用需要や果樹・伊勢茶の輸出への対応なヒ、多様なニーズに対応できる戦略的

な園芸産地の育成に、 Ic T等の活用によるスマート化を進めつつ取り組みます。また、稲・麦・

大豆の優良種子の生産ヒ安定供給に取り総むとともに、生鮮食料品の安定的・効率的な供給に向け、

卸売市場の適正運営を図ります。

思泰本事業2 持続可能なちうかる畜産業の実現

畜産物の高品質化や生産コストの低減を図るヒヒもに、画内外への販路拡大の促進や食品関連事

業者ヒ連携した高付加価値化等に取り組みます。また、 Cs F等家畜伝染病の発生により影響を受

けた農場等に対する経営支援に取リ組むとともに、県産畜産物の消費拡大を図ります。さらに、基

幹食肉処理施設の機能充実ヒ必要な施設整備の検討を進めます。

圃基本事業3 農業の多様な担い手の確保・育成

農地中間管理事業を活用し、担い手への農地集積・集約化を加速するヒともに、雇用カのある農

業法人や若き農業ビジネス人材、新規就農者の育成等に向けた取組を進めます。また、小規模農家

や高齢農家等が参画した集落営農組織の育成、地域資源の活用による価値創出を目的とした地域活

性化プランの推進などを通じて、地域の実情に即した多様な担い手が共生する営農体制の構築を促

進します。

題基本事業4 強い農業のための基銭づくり

「三重県農業農村整備計画J に基づき、 lま場の大区画化や農業用水路のパイプライン化など高度

な生産基盤の整備を計画的に進めるヒともに、農業振興地域制度や農地転用許可制度の適切な運用

により、優良農地の維持・保全を函ります。

言：，！＼Wii1Y言 s~，~猪様三 三s¥'0.iixirW,n； 

l!Nli~~~j ：；；堅持 ：！ I害事普

農業産出等額
1,205億円

(30年）
1,222 ｛意向

(4年）

農業生産によって得られた農産物、
これらを原料とする加工農産物の生
産額の合計（農林水産省生産農業所
得統計・三重県調べ）（経営所得安定
対策等による交付金等を含む）

副指標

巨標項目 現状値
ヨ貴重gs年度
の目標値

米、小麦、大豆の自給率（力 78.0% 80.0% 県民の皆さんが食料として消費する

ロリーペース） (30年度） (4年度）
米、小麦、大豆のうち、県内産により
供給が可能な割合

認 っち、他産業従
認定農上業の者経の営体うちが、所得『等由＂がA 500万

している者の割合 (30年） 円以 呂 占める都合

一按配した農地下両 パ農を地イ実集施プ積ラし率イたン化など高度な基盤整備
の担い手への集積率

地域における担い手への
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政策 m-1 持続可能なちうかる農林水産業

主担当部局：農林水産部
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回基本事業1 森林の適正な管理と公益的な機能の発揮

森林の多面的機能を高度に発揮し、持続可能な森林づくりを行うため、森林ゾーニン夕、に応じた

適正な森林管理を行うヒヒもに、樹種や林分構造が多様な「構造の豊かな森林づくり」を進めます。

また、適切な森林管理を推進するため、森林資源情報の効果的な把握ヒ活用に努めるとともに、森

林経営管理制度を活用した計画的な森林整備を促進します。さらに、頻発する台風や集中豪雨等か

ら県民の命ヒ暮らしを守るため、「災害に強い森林づくり」を進めます。

国基本事業2 「緑の循環jの推進と県産材の利用の促進

利用期を迎えた森林資源を活用し、「植え、育て、収穫し、また植える」緑の循環を確実に進める

ため、持続可能な林業生産活動を促進するとヒもに、林業・木材産業の競争力強化ヒ、暮らしの中

のきまざ、まな場面における県産材の利用の促進に取り組みます。

田基本事業3 林業・木材産業を担う人材の育成

森林の適切な管理や林業・木材産業の競争力強化に資する高いスキルを持った人材、地域を担う

新たな視点、多様な経営感覚を持った人材の育成および新規就業者の確保に取り組みます。また、

市町ヒ共に地域の森林経営を担う、意欲や能力の高い林業事業体の育成に取り組みます。

阻慕本事業4 みんなで支える森林づくりの推進

「県民全体で森林を支える社会づくり」を進めるため、さまざまな主体に森林づくりに必要な情

報の提供を行います。また、「みえ森ヒ緑の県民税」を活用し、市町による地域の実情に応じた森林

づくりを促進するほか、森林環境教育・木育の総合窓口である「みえ森づくりサポートセンター」

を核ヒした連携促進などの「仕組みづくり」、県民の皆さんが森林の役割や大切さを体感できる活

動の「場づくり」、指導者への研修会の開催などの「人づくり」に取り組みます。

言語指標一

－ーー e’ .• ' ‘ 

令羽5年度
呂様車自の説明

の自猿纏

森的なの林面とど積公のし公益的機境休林能等を高実中めること伐を市等町呂公益的機能増進森林整備面 1,476ha 
ll,650ha て的な、環主 をが 心施にし黒たや間

積（累計） (30年度）

林業人材育成人数（累計）
54人~ お［みいえて研森林修を・林受業講アしカたデ人ミ数ーJなどに

(30年度）

地域に密着した森林環境教 85人 200人 地養な森域成林の講環座実境情を教受に育応講やじし木て、育現実の施に指す活導動る者指が数導可者能
育・木育指導者数 (30年度）
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水域環境の保全を図りながら、水産資源の適切な管理や競争力のある養殖業の確立ととちに、
多犠な担い手の確保や水産業者等の経嘗力の強化などにより、水産業が安定的に継続されるこ
とで、県民の皆さんの多様なニーズに応える水産物が供給されています。

雨時謹；； ';ii i三主主主主主＝自民： r1.1;1Ht::)7t1, t·~1＇.，~iff~· ！l~＊·I 

田漁場環境の悪化や資源量の減少、消費者の魚離れなど本県の水産業を取り巻く環境が厳しい
中、将来にわたって、潟、業が継続的に行われ、漁業者が一定以上の所得を確保できるよう、
水域環境の保全を図りながら、水産資源の適切な保存・管理によりその維持・増大を図ると
ともに、競争力のある養殖業を確立していく必要があります。

箇漁業就業者の高齢化ど減少が急速に進む中、さまざまな世代の漁業者がいきいきヒ働き、次
の世代に継承できる魅力ある水産業・漁村を確立できるよう、多様で意欲のある若者が漁業
に就業し、漁業者自らが高い付加価値を創出するなど、多様な担い手の確保・育成や水産業
者等の経営カの強化を図っていく必要があります。

函南海トラフ地震など大規模地震発生の緊迫度がより高まるヒヒもに、台風や豪雨など頻発・

激甚化する風水害等への対応の強化が求められる中、災害に強く生産性が高い水産業ヒ安心
で快適な漁村を構築できるよう、漁村地域の防災・減災対策や水産業の持続的な発展に資す
る基盤整備および活力ある漁村づくりを推進していく必要があります。

将来にわたって、水産業が安定的に継続されるよう、県、市町、水産事業者および県民の皆
さんが連携して、水産業や漁村の持つ多様な役割の発揮に向けた取組を進めます。また、多様
な水産業の担い手の確保・育成に向け、漁村への定着を支援する取組を漁業者や関係機関と連
携して進めます。さらに、地震や頻発・激甚化する風水害等に対し、漁港で働く人びとが、安
心して生産活動に取り組めるよう、水産基盤の整備を進めるとともに、水産業Bc p （事業継
続計画）の策定に取り組みます。
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政策 m-1 持続可能なもうかる農林水産業

主担当部局：農林水産部
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軍基本事業1 水産資源の維持・増大と競争力のある養殖業の構築
水産資源の維持・増大を図るため、科学的知見をふまえた新たな資源管理体制の構築、海女の主

要な漁獲物であるアワビ資源の増大など効果的な栽培漁業の推進、地元i魚、業者ヒ連携した密漁、防止
対策等に取り組みます。

ま士、安全で安心な養殖水産物の安定供給や養猫業の競争力強化のため、養履環境の保全、 AI 
技術等を活用した養殖業のスマート化による生産性・所得の向上等に取リ組むヒヒもに、「三重県
真珠振興計画」や「みえの真珠振興宣言」に掲げた真珠の生産性・品質の向上や海外への情報発信
等の取組を着実に進めます。

冨基本事業2 多様な担い手の確保・育成と経営力の強化
多様な担い手確保や水産業者等の経営力向上のため、漁師塾や真珠塾などによる新規就業者の定

着支援、 AI技術等を活用した作業の効率化・省カ化等による働き方改革の促進、漁業経営体の協
業化・法人化などによる若者に選ばれる経営体の育成、事業承継の仕組みづくり等に取ワ組みます。

また、水産物輸出の促進、首都霞等への県産水産物の販売促進、衛生管理の高度化、海女漁業の
魅カ発信等、高い付加価値の創出に向けた取組を進めます。

圃基本事業3 災害に強く生産性が高い水産基盤の整備と活力ある漁村の構築
地震や頻発・激甚化する風水害等からの被害を軽減し、安全で生産性の高い水産業や安心で快適

な漁村を構築するため、漁港施設および海岸保全施設の地震・津波対策の実施や、水産業BCP（事
業継続計画）の策定、予防保全が必要な施設の計画的な補修・補強、藻場・干潟の造成、漁場の環
境改善、多面的機能の発揮等に取り組みます。また、内水面域の活性化を図るため、内水面資源の
保全・活用、 i魚、場環境の保全・管理等に取り組みます。

回目：明主 主指標 i'¥+' ·05. ＠~ll 

店芯白川市沼崎清Yf観察主主 三三奈川

臨時民主｜
4 審判E

'i:; f'ijF.¥fl:I: 

f）兵の活力再生ブフンj策定
100 108 漁再業場業所合生得所プ）得のラ（平増のン成加向j率上の30を策年掲定度地げをる区に「浜おのけ活るし漁力た地区における漁業所得の増 (30年度） 何年度） 100と

加率

沿岸の水漁産獲資量源lの資源評価対 26.0% ss.oqも 本県の沿岸水産資源漁獲量重量注注）） 1に占

象種 こ占める割合 (29年） (4年） める資源評価対象穣漁獲 zの割
5 込

拠点漁港における耐震・耐j掌
493m の県る整管耐備理震延の・長生耐産津波・流対通策拠を実点漁施港したに施お設け波対策を実施した施設の整 (30年度） 716m 

備延長（累計）

注） 1 海面漁獲量からマグロ類、イワシ類、ブリ類など広域回遊水産資源を除外した漁獲量の直近値。
注） 2 資源解析モデル等を用いた高精度の資源E平価に限定D

ー17- （本冊P149)
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1 .『施策j の数値目標

各施策に設定した、県民の皆さん！こ成果をわかりやすくあらわす指標である「主指標」と、施策を適切に評
価する際に、 f主指標Jを補足するのにふさわしい代表的な指標である f冨i指標jの一覧です。

選定理由
令和電年度

包標｛直設定理由
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選定理由 守守秘5年度・
目標偉設定理員
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森林公園や自然環境の情報i千三重の森林づ(LJ墓7主計
を伝える施設、長距離自然l匝］Jにおける目標設定の考
歩道等の自然体験施設を利！え方に合わせ、自然体験施

剖 1 I ｜用することが、森林をはじ｜設等の利用者数を、現状i直『 ' 
詰｜新規｜自然体験施設｜めとする自然環境への理解｜から3.5同増やすことをめざI1. 4s1千人I1. 533千人
標｜ ｜等の利用者数 iを深めることにつながるこ｜し、目標値を設定しましl(30年度）｜ (4年度）

• • aとから選定しました。 Iた。

η
’ι
 



II 創る ～人と地域の夢や希望を実感できるために～

福ス縫組すJ;弱へや．りご責蕗のつζ語然層定おの住体進たをげ駿生めやるめかS取怠E皇語農組どじたピジネを 轟な組周はる~·地を、E~－地着J場合目唇と資場か実討計標地理の~刊値震域増を活のを生毎加に性取設化年あかさ可組定新せし子工を事たつた、し蔓めま取なむ4組が取年Eざし]¥ の活動

山漁村のめ増地ま人口
を進ま
山漁村

主 農化山漁村のな活域に』「住み続けた進いと感jめあ地る

253 I 指掴；市I 新規！牲数る新｛累たに計つな）取組が いは F訪れたいj じらた。 . I 70取組
れるような取組を る

あ価たすり、るモたの成J還果を的確まに
評 め、定しし
た。

多面的機能の維持・発揮を 多面的機能維持否薄弱た
翻るため、それぞれの地域 めの地域活動を行う農業集
が共同作業で実施する地域 落率は、毎年25集落増加さ

多面的機能維資源の維持保全活動が将来 せることで、現状値から
冨I]I 1持発揮のた わこって 4.8%増をめざし、目標値｜

53. 7拡｜253 I指継続めの地域活動れる必要があることから、 を設定しました。 58.5百

標 を行う農業集地域の共同活動選の広がりを
落率 把握するため、 定しまし

た。

安心・安全な農村づくりを 下流被害の大きいため池や
進めるため、発生が危慢さ 排水機場等を計画的に整備
れる南海トラフ地震や近年 することにより、被害が米

ため池および 激化する集中豪雨等に備 然に防止される面積を、現

副｜ ｜山 場 の 整
え、農業用施設の防災対策 状｛直から約1,020ha増やす

253 I指継続 f備主により被害 を行い、被害防止を殴る必 ことをめざし、目標債を設i 3, 357hal 4,376ha 
標 米然に防止 要があることから選定しま 定しました。

される菌積 しTニ。

。。



結く ～強みを生かした経済の躍動を実感できるために～

醐白1( 選定軸

f かる農林水
イ けて、）多様 ウトかち生みさみれブたえロ県フジー内ェドイノベーシ出ョン

ンの促図進りと
ン 上を
フ 品等の販売

事よ業者の商に品等の
売上額おぴ新た三重ブ

ラン計品ド等）に認のを2定売6された事会業者iI 
の高 上億額円の言十億

ち しましたロ （累 増やすこ
とをめざし、目標値を設定

3τt己' ' 
しました。

言十

農林水産物の効率的な生産 第二次行動計留期間中の実
や品質向上を図るととも 績である10件をベースに、
に、これらを活用した競争 『試すステージJである令
カの高い商品・サービスの 和 2 • 3年度は15件増をめ

企業等と連携 隠発などを加速させる必要 ざし、また、国がスマート
したスマ…トがあることから選定しまし農林水産業の本格的な現場

富rjI ｜農林水産業のた 実装……度以
311 I指 新 規 実践数（累 ！嘩は、 「導入するステーl

棟 計） ジj であることから、 20件

県産農林水産

冨11 ； ~~7 ンド311 I指新規力向上に取り
様 組む事業者数

（累計）

農林水産業の

部｜ ｜国際認言問
311 I指新規 活用した新た

なマッチング
標 による取引件

数（累計）

増をめざし、令和5年度ま
での4年間で累計80件の実
装を目標i直として設定しま
した。

県産農林水産物のブフンド 面的な広がりでブフンド化
カの向上を図り、その魅力 を進め、地域全体のブラン
を消費者やバイヤー等に伝 ドカ向上をめざすため、 4
える必要があることから選
定しました。

年間で各地域6者程度（計i
50者）の創出をめざし、目
標｛直を設定しました。

農林水産業の国際認証等 国際認証等を活用した取引
(GA P、Fs C認証、水 件数を、現状値から75件増

産ヱコラベル等）の取得に 加させ、 85件まで高めるこ
向けた取組を加速させると とをめざし、目標値を設定
ともに、認証を取得した農しました。
林水産物の供給体制やゴロ
モーシヨンの強化を図り、 i
販路濁拓・拡大を進めるこ
とが必要であることから選
定しました。

蚕蒋面安定謀議正－E毛1::-:'J麗産弱扇面予雇雷雨7毎蚕定；
f持続河能なもうかる農j対策等Iこよる支援措置壱現
業1：の展開を本格fじさせる｜状の水準と想定じた上で、ぶ
ことを通じ＇農業所得を確 j各農産物の生産見透しゃよ
保していく三とが重要であJτPRl1ベ芦田一欧Ep A、B
るこどから選定じ した。 i米糞易協定による影響を考I

l 慮じ、 4年聞で17億円増や｜子
すことをめざし、自標値を E

設定じまじた。
県民の皆さんI：：，食料を安定｜県民の皆さんに米、麦、大
的に供給していくために｜豆を安定的に供給していく

4億円i

10件｜

7者｜

10件｜

郡｜ ｜米、小麦、大｜は、米、麦、大豆の生産力｜ためには、生産力を維持しl

312 I指｜継続｜豆の自給率｜を維持していくことが重要｜ていくことが必要であるこ｜ 78，側
標｜ ！（カロリー｜であることから選定しまし｜とから、自給朝日%を巨標｜ (30年度1

I fベース） ｜た。 ｜値として設定しました。

-4-

30億円

801牛

57者

85件

80,0百
(4年度）



40.0% 
34.3首

(30年）

認定農業者の｜「持続可露五Eうかる農｜他産業従事者と商雇匿の所
うち、他産業｜業Jの実現に向け、一定の｜得を確保している者の割合

新規 1~；：島理I~~：諒~~：霊祭：i当i:2.~~雪むき千百議
保している者iとから選定しました。 Ii車を設定しました。
の割合
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312 

415干rri'395干rri'
(30年度）

林業が活性化し、緑の循環l製材、合板等の部門ごとの
（木を植え、育て、収穫i需要予測をふまえつつ、令
L、また槙えること）に｜和10年度の県産材素材生産
よって森林づくりが進んで｜量を現状の1.3l告にすること

姫 1：：~材素材生，~t託Z。あらわすたり選I~~詰~~~fま首長
｜達成するため、令和5年度
目に必要な素材生産量を算定
し、目標値！こ設定じまし
fこ。
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「持続可能なもうかる水産各地区が策定 a 実践する
業jの実現に向け、漁業所 F浜の活力再生プランj に

「浜の活力再 得を増加させる必要がある おいて、現状を100とし、全

国I]I ｜生プラ北
ことから、 f浜の活力再生 ての地区の平均所得を4年｜

314 I指新規定地区におけ プランJ策定地区における 間で 8%向上させることを

標 る漁業所得の 漁業所得の増加率を把握す めざし、目標績を設定しま (30年度） (4年度）

増加率 るため、選定しました。 した。

沿岸水産資源の適切な管理 資源評価対象種の漁獲量を
に向け、科学的知見をふま 過去3年間の平均値に閥復

沿岸水産資源 えた資源管理を実施していさせることで、資癒評価対
部｜｜ ｜｜の資源評価対 くことが重要であることか象種の漁獲景割合を32%増｜ 58.0% 

314 I指新規象穏の漁獲量ら選定しました。 加させ、 58%に高めること (29年） (4年）
標 に占める都合 ~rt;olし、目標値を設定し

防災・減産災対・策流通と拠して点、果優先的に取り組む必要があ
拠点漁港にお管理の生 流拠漁港る県管理の生産・流通拠点
ける耐震・耐における耐震・耐津波対策漁港の設備の耐震・蹴津波

314 1 r: I新規｜宰波対策関実一一状況対策整備…整備延｜ 493m1 716m 標 施した施設のを的確に把握する必要があ長の累ざ計しを716mとすること (30年度）
整備延長（累るため、選定しました。 をめ 、目標値を設定し
言十） ました。
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